
令和２年度 帯広百年記念館運営審議会会議録（抄） 

 

 

 

開催方法： 書面開催 

期  間： 令和２年７月 17日(金)～９月 15日（火） 

 

 

議案書内容 

 

１ 報告事項 

(1)令和元年度帯広百年記念館運営審議会開催状況 

 

２ 議事 

(1) 令和元年度主要事業実施状況等について 

(2) 令和２年度主要事業計画等について 

 

 

回答事項 

 

(1)委員による議案に対する承認・非承認の回答結果        

  承認 20 名   非承認 0 名 

  よって、令和２年度帯広百年記念館運営審議会議案は承認された。 

 

(2)委員から寄せられた意見・質問・異議等及び事務局回答 

 

委員  百年記念館の新型コロナウイルス感染症対策について、いずれ報告い

ただきたい。 

事務局回答  来年度の百年記念館運営審議会にて報告する。 

 

委員       昨年度の本審議会にて事務局から提議され、その後アンケートが行わ

れた記念館の施設としての将来計画について、その後どのようになって

いるか。 

事務局回答    当該計画は現在、庁内で策定中であり、報告できる段階に至っていない。 

 



委員       令和元年度の本審議会の内容を受けた百年記念館の取り組みについて

確認したい。 

事務局回答    収蔵スペースの拡充を図るため、市の空き施設の転用を希望したもの

の採択されなかった。 

創造活動センターの利用者数を増やすため、就業者でも参加しやすい

よう１日で完結する「大人のための陶芸体験」を日曜日に開催した。令和

２年度も実施の予定。 

３号室の冬期対策として、令和２年度中に暖房機を新設する。 

 

委員       議案中の「課題」について、昨年度の取り組み内容は。 

事務局回答    博物館部門の収蔵スペース拡充については、廃止される市の施設の利

用を試みたもののかなわず。【再掲】 

常設展示室のリニューアルについては、先史時代コーナーにおいて、小

規模な改修を実施。 

老朽化対策については、ボイラー修繕、４号室Ｂ及び展示ケース内の壁

紙張替等を実施。 

研究スタッフ充実・専門分野の拡充については、改善をはかることがで

きず。 

 

委員       百年記念館が何の施設なのかわかりづらい。外に博物館と表示しては。 

事務局      検討する。 


